
第 3 期モニター・アンケート調査結果の報告一一一

本誌編集上および研究発表会運営上の参考になったご意見

OR学会の諸活動に会員の意見を反映させるために， 法で分けたもの，③産業で分けたものなど，いろい

現在，モニター制度を設けておりますが，第 3 期前半 ろな観点からとらえる.

(56年 8 月 -10月)にモニターの方々からいただいたご意 3) 具体的な事例もできるだけ載せる.

見の概要をまとめましたので報告いたします. などの考え方のもとに編集を進めております.

1. OR誌について

OR誌のこの期間の特集テーマは次のとおりでした 2. 研究発表会について

8 月 TQC/CWQC 研究発表会についても次のような意見をいただいてお

9 月政策科学の展開と手法 りますので今後の運営上の参考にさせていただくよう関

10月ゲーム理論とその応用 係者にフィードパックいたします.

この間の内容についてのアンケート結果の概要は図に ・特別講演で， ORの分野の最近のトピックスや，あ

示したとおりでした. る研究テーマに関する+ーベイを話していただくと

具体的なご意見をいくつか抜き出しますと次のような よい.

ものがありました. ・研究発表は時間が短いことにもよると思うが，難解

・特集の最初には入門用の全般的解説が，終りにはま なものが多い.

とめの記事があるとさらにわかりやすい. ・ベーパー・フェアはょいと思うが，場所が騒々しい.

・特集では世の中の動向とトピックスがわかるような 聞きTこいテーマについて始めから参加できるような

ものがよい. 時間的な余裕もスケジュールで配慮してもらいた

・数学的な理論に傾きすぎ，実用・応用の面から離れ い.

ていないか.

・連載記事は入門的で全般の解説をしてくれるような 3. その他

ものも載せてほしい. 以上の他にも，他の関連学会との交流，国際学会への

・具体的な事例を多くしてもらうとわかりやすい. 積極的参加など貴重なご意見をいただきました.

OR誌では，これらのご意見をふまえ 皆様からいただいたご意見を，今後の学会活動の発展

1) PR誌としての性格からして，できるだけ広く多 のために活かしていきたいと思いますので，モニターの

くの方に読んでもらえるような内容を中心に初心者 方に限らず会員の自由なご意見も学会事務局宛，お寄せ

向，特定分野のものも盛り込む. いただきたくお願い申し上げます.

2) 特集テーマは，①問題(目的)で分けたもの，②手 〔研究普及委員会〕

あまりもたなかった( 6 f'牛)

(a) 特集に興味をもちましたか? (b) 記事の全般的な難易度は?

アンケ一、回答結果
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